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                                                    　　　　　２０１０年　７月　１日
                                                    　　　　　連合北海道政治センター
　
　７月１１日の投票日まで、残すところ本日も含めて１０日間、各陣営は選挙の序盤戦の情勢を分析して、最終盤に向けた戦略方針を立てて、最後の追い込み態勢に入っている。各報道機関の世論調査によると、道内の民主党支持率は４０％と結党以来最高を記録し、しかも自民党（１９％）の２倍強となっている。選挙区の情勢は、知名度の高さで先行した自民・長谷川を民主の徳永、藤川が激しく追い上げる闘いとなっている。
　
　そうした中で民主党北海道合同選挙対策本部は、当初目標の北海道選挙区における「２議席獲得は射程圏内にある」として、民主の両陣営が、かって自民党が組織基盤としてきた業界団体などの取り込みに全力を挙げること、有権者の３分の１を占める道都・札幌圏の決戦にむけた無党派層を取り込む対策に全力を挙げていくこととした。
　特に、民主党の政連車を７月３日以降、札幌・石狩圏での街宣活動に集中させることと、各種の世論調査の分析結果に基づき、民主党候補に入れたいけれど「どちらか迷っている」民主党支持者には、「藤川へシフト」していくことを決定し、各層対策、知人・友人への「一声掛け運動」など、様々な活動を集中的・重層的に組織の総力を挙げて展開していくこととした。
　連合組織内の活動も公示後、組織の総点検活動の実施や期日前投票の促進と点検など、全組合員への「口コミ大作戦」の展開で、連合組織内比例候補１１名の完勝と選挙区・藤川候補の必勝に全力を挙げている。
　７月４日には、選挙戦・中盤の闘いを盛り上げるため、札幌の大通西４丁目広場を会場に、連合本部古賀会長や民主党本部の女性キャラバン隊を迎え「パワーアップ・サンデー大通大集会」を開催していく。私たちは、昨年の８月３０日を忘れてはならない。政権安定にむけて、即戦力の「藤川まさし」候補の勝利にむかって、ニッポンの原働力・連合の底力を発揮しましょう！




















































































































































自治体現場をわかっている２人です！














